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1.は じ め に

Linux(リ ナ ックス,あ るいは リヌ クス)と は,フ リー

で利用可能 なUNIX互 換 の基本 ソフ トウェア(OS)で あ

る。Linuxは 元 々,ヘ ル シンキ大学 の コン ピュータ科学 コ

ー スの学生 だ ったLinus Torvalds氏(図1)が イ ンテル

80386CPUを 塔 載 したPC互 換 機 用 に開発 した プ ログ ラ

ム で あ っ た が,現 在 で はSUNのSparcプ ロ セ ッ サ や

DEC(Compaq)のAlphaプ ロセ ッサ,PowerPCな ど さ

まざまなCPU用 に移植 され,ラ ップ トップ機 か ら大規模

なサーバ まで,広 い範囲 で利 用され ている(1)。

Linuxは 元 々イ ンターネ ッ ト経 由で システム一式 を無料

で ダウンロー ドで きるフ リー ソフ トウェアだが,商 用の ソ

フ トウェアやフ ォン トを組 み込 んで機能強化 した システム

図1 Linus Torvalds氏(1994年 当 時)

を市販 し,各 種 のサ ポー トを提供 す る会 社 も生 まれ て い

る。 また,IBMやHP,Compaqと い ったハ ー ドウ ェ ア

メーカがLinuxの サ ポー トを表 明 し,あ らか じめLinux

を イ ンス トール したマ シンを販売 するな ど,OSの 一 つの

選択肢 として広 く認知 され るようになって きた。

本稿 では,こ のLinuxの 特 徴 や魅力 につ いて簡 単 に紹

介 する と ともに,そ の特徴 を生 か した利 用方 法 を解説 す

る。

2.Linuxの 特 徴

LinuxはUNIX(よ り厳 密 に 言 う とPOSIX*規 格)互

換 のOSで あ るた め,マ ルチユーザ,マ ルチ タスク,階 層

的 ファイルシステムな どUNIXの 特 徴 はその ま ま継承 し

てい る。 また,POSIX規 格 に対 応 した プログ ラム は,ソ

ース コー ドをコンパ イル し直すだ けで動作 させる ことがで

きる。UNIX互 換 シス テ ム の一 般 的 な特 徴 に加 え て,

Linuxは 以 下 のような特徴 を持 ってい る。

2.1 さ ま ざまな種類のCPUに 対 応

Linuxは 元 々イ ンテル80386CPU用 に 開発 された が,

現 在 では さまざまな種類 のCPUに 移 植 され,複 数の プラ

ッ トフォーム にまたが る共通環境 として利用 され ている。

実行 用の コマ ン ド(バ イナ リフ ァイル)はCPUご と に異

な るが,ソ ー ス コー ドレベル での互換性 は維 持 され て お

り,Linux用 に開発 されたプログラムはコンパ イルし直す

だけで異 なるCPUを 塔 載 したマ シンで も動作 可能 になる

(CPUの ビッ ト数 による最大利用可能 メモ リ量 な どハ ー ド

ウ ェア的 な制 限 に よ る違 いは存 在 す る)。 また,複 数 の

CPUを 持 つSMP(Symmetric Multi Processor)シ ス テ

ムや国産のPC9801/9821シ リー ズに も対応 して いる。

2.2 モ ジ ュール化 されたデバイス ドライバ

Linuxに は 多数 のハ ー ドウェア用 のデバ イス ドライバ が

用意 されてい る。 それ らのデバ イス ドライバ の多 くは 「モ

ジュール」 とい う独立 した部 品になってお り,必 要になっ

*POSIX:Portable Operating System Interfaceの略 で
,IEEEが
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た時 に動作中の カー ネル に組 み込 み,不 要 になれ ば取 り外

す ことがで きる。 この機能 によ り,カ ーネルが使用す るメ

モ リを最小限 に押 さえる ことがで きる。 また,こ の機能 を

利 用 して,ノ ー ト型PCのPCカ ー ド(PCMCIAカ ー ド)

も動作中 に抜 き差 しす る ことが可能 になってい る。

2.3　 多 数の プ ロ トコルに対応 したネ ッ トワー ク機能

UNIXの 標 準的 な ネ ッ トワーク機能 であ るTCP/IPプ

ロ トコル だ けで はな く,WindowsのSMBプ ロ トコル や

MacintoshのAppleTalkプ ロ ト コ ル,NetwareのIPX

プ ロ トコル などに対応 している。 アマチ ュア無線 や公衆電

話 回線 を経由 した ネ ッ トワー ク接続のための機能 も用意 さ

れてい る(2)。

2.4 多 彩 なデ ィス トリビュー シ ョン

Linuxと は 本 来UNIX互 換OSの 「カー ネル」 と呼 ば

れ るプログ ラムの名称 でOS全 体 の名称 で はない。OSが

OSと して機 能す るには,カ ー ネル以外 に もさ まざ まな プ

ログ ラムが必 要にな る。Linuxで は カーネル とそれ以外の

プ ログ ラムは独立 に開発 されてお り,そ れ らを組み合わせ

た システム一式 を 「デ ィス トリビューシ ョン」 と呼んでい

る。 システムの組 み合 わせ方にはいろいろな形があ り,デ

ィス トリビュー ションに もさ まざ まな種類が生 まれ ること

になる(3)。

Red Hat LinuxやTurbo Linux,Debian GNU/Linux

な どは このデ ィス トリビューシ ョンの名称で,Linuxカ ー

ネル は共通 する もの の,そ れ以外 のプログ ラムの組 み合 わ

せ方で それ ぞれ に異 なる特徴 を持 って いる。

この ようにディス トリビュー シ ョンが多数存在 する こと
せっ

は混乱の も とで もあるが,デ ィス トリビューシ ョン間 の切
さ たく ま

磋琢 磨 によ り進歩が促進 され るとい うメリッ トもある。

2.5 商 用 ソフ トウェアの存在

Linuxは 元 々ハ ッカー*に よるハ ッカーのためのプ ログ

ラム として開発 されて きたが,安 定 した高機能 なOSで あ

る との認知 が高 まるにつれ,一 般 のユーザ も増加 し,現 在

で は全世界 で一千万規模 のユーザが存在 する と考 えられて

いる。 この市場 を目指 して,商 用 ソフ トウェア も多数販売

され る よ うにな って きた。 それ らはOracleやSybaseと

い った デー タベ ー ス シス テム,Webブ ラ ウザ,Fortran

やC,COBOLと い った言語処理系 な どさまざまな分野 に

及 んでい る。

これ らの特徴 はLinuxに 最 初 か ら備わ って いたわ けで

はない。 初期 のLinuxは ご く限 られ た機 能 しか持 た ない

*こ こでいう 「ハッカー」はコンピュータやプログラムの細部にま

で興味を持つ優秀なプログラマのことで,セ キュリティを破ったり

システムに侵入する人のことではない。後者はむしろクラッカー

(cracker)と 呼ばれる。

表1 Linux開 発の歴史

小規模な システムであ った。 しか し,最 初 のバ ージ ョンの

Linuxが1991年 に イ ンター ネ ッ ト上 に公開 され て以来,

世 界中の優 れたプ ログ ラマがネ ッ トワー クを経 由 して開発

に参加 し,機 能 や信 頼性 が急速 に向上 した(表1)。 これ

らの プログラマは本業 のかたわ ら,ボ ランテ ィア として開

発 に参加 してい るのだが,な ぜ,数 多 くの優 秀 なプログラ

マが無償 でLinuxの 開 発 に参 加 した ので あろ うか。彼 ら

をひ きつ けたLinuxの 魅 力 とは何 で あった のか。

3.フ リー ソフ トウ ェア と してのLinux

Linuxは フ リー ソフ トウェア として,イ ンター ネ ット上

のサーバ か ら無償 でダウ ンロー ドす ることがで きる。マス

コ ミがLinuxを 取 り上 げ る際 は,こ の 「無料」 とい う側

面 が強調 され る こ とが多 いが,本 来 「フ リー ソ フ トウェ

ア」 の 「フ リー」 には 「自由」 とい う強 いメッセージが込

め られている。

「フ リー ソフ トウェア」 とい う言葉 を提 唱 したの は,フ

リー ソフ トウ ェア財 団(Free Software Foundation)を

主 宰す るRichard Stallman氏 で あ る。彼 は,ソ フ トウェ

ア コミュニ テ ィを よみが え らせ るため に,ソ ー ス コー ド

の公 開 された改 造や再 配布 の可能 な ソフ トウェ アのみで

UNIX互 換 のOS環 境 を作 る とい う壮大 なプ ロ ジ ェク ト

を続 け てい る。 その プ ロ ジ ェク トはGNU(グ ニ ュー:

Gnu is Not Unixの 略)と 呼 ばれ,コ ンパ イ ラやエ ディ

タ・ デバ ッガ な ど多数 の プ ログ ラ ム をGPL(General

Public License)と 呼 ばれ る独 自の使用許諾 条件 の もとに

公開 している(http://www.gnu.org/)。
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現代の ようにコンピュー タが一般社会 に広 く普及す る以

前 は,ハ ー ドウェアが きわ めて高価で,ソ フ トウェアはそ

の付録の よ うに扱われ ていたこ とが あった。 その ころの ソ

フ トウェアは完成度 もあま り高 くな く,ハ ー ドウェアに合

わせ て調整す るためにソースコー ド一式が付属 してい るこ

とが 当然 であった。 そ してコンピュータの魅力に取 りつか

れたハ ッカーたちは,競 ってそれ らのソース コー ドに改造

を施 し,そ れをみんなで分 かち合 って,よ り使いやすい環

境 を作 って い った。UNIX以 前 に使 わ れ て い たITSや

WAITSと 呼 ばれ るOSは,こ の ように して作 りあげ られ

たハ ッカーによるハ ッカーのためのOSで あった。 これ ら

のOSの ユーザは,互 いに助 け合 いなが らソフ トウェアを

育てあげ,ソ フ トウェアを自由に融通 し合 うコ ミュニテ ィ

を作っていた。

しか し,1980年 代 になっ てコ ンピュータが広 く普 及す

るにつれ,ソ フ トウェアの商品価値が高 ま り,ソ フ トウェ

ア会社は ソフ トウェアの コピーや再配布 を禁止 し,ソ ース

コー ドは企業秘密 として外部へ公開 され な くなった。 ユー

ザはソフ トウェアを改造 した り修正す るこ とはで きな くな

り,互 いに助 け合 うかつ ての ソフ トウ ェア コ ミュニ テ ィ

は崩壊 していった。

GNUは そ の ような状 況 を打破 す るため に開始 され たプ

ロジェク トである。Richard Stallman氏 が1983年 に一人

で始めたGNUプ ロ ジェク トは,次 第 に協力者 を増や しな

が ら,エ デ ィタや コ ンパ イ ラな どUNIX互 換 のOSに 必

要 な機能 を次第 に整備 していった。そ して1990年 ご ろに

は,カ ーネル と呼 ばれ るOSの 核 とな る部分 を除 いて,ほ

ぼUNIX互 換 のOS環 境 が構築 され ていた。

Linuxは,ま さにこの最後の ピース を埋 め るように開発

され たUNIX互 換 の カー ネルで あ る。LinuxはGNUプ

ロ ジェク トとは独立 にLinus氏 個 人 が開発 した プロ グラ

ムだが,使 用 条件 としてGPLを 採 用 し,ソ ース コー ドは

すべ て公開 され,改 造 や修正 も自由に行 える ようになって

いる。LinuxとGNUの 各 種 プログラム を組 み合 わせ るこ

とでUNIX互 換 の環 境が フ リー ソフ トウェアの みで完成

する。 それはか つての ソフ トウ ェア コ ミュニ テ ィ,す な

わちユーザが 自由に ソフ トウェアをや り取 りし,必 要 な機

能 を追加 し,そ れ らを他者 と分 かち合 いなが らソフ トウェ

アを育 ててい くコ ミュニテ ィを現在 によみが え らせた もの

である。

この ソフ トウ ェア コ ミュニテ ィの存 在 こそ が,Linux

の開 発 に,世 界各地の優秀 なプログラマ をボランティアで

参加 させてい る大 きな要因 であ る。 そこで は,各 自の貢献

がすべての人 と分かち合われ,賛 辞 と感謝 によって迎 えら

れる。 モノを作 りあげ る喜び と他者 に評 価 され,感 謝 され

る喜び,そ れがフ リー ソフ トウェアを生み出 し,発 展 させ

てい く大 きな原動力 である。

4.Linuxの 活 用 法

Linuxは この よ うな ソ フ トウェア コ ミュニ テ ィの中 で

生 まれ,育 ってきたOSで あ る。 その ため,Linuxに は プ

ログ ラマ(ソ フ トウェアの開発者)が 使 いたい機能 は豊 富

に用意 されているが,ワ ー プロや表計 算 ソフ トの ような一

般 ユーザ向けのアプ リケー ションソフ トウェアは まだそれ

ほ どそろっていない。以下では,Linuxで 標 準 的に使 われ

てい るい くつかの ソフ トウェア をそれぞれのホームペ ージ

のURLと ともに紹 介す る。

4.1 サ ー バ としてのLinux

LinuxはUNIX互 換OSと し て高度 な ネ ッ トワー ク機

能 を有 している。 そのため,ネ ッ トワークを経 由 したフ ァ

イ ル サ ー バ や プ リン タ サ ー バ,メ ー ル や ニ ュ ー ス,

WWWの サ ーバ として利 用 され るこ とが 多 い。 また,こ

れ らのサーバ プログラム もフリー ソフ トウェア として公開

されてお り,た いていのデ ィス トリビューシ ョンには含 ま

れている。

Linuxは 信 頼性が高い ことも特徴 で,筆 者 らが運用 して

い るLinuxを 用 いた レンタル サーバ(http://www.linet.

gr.jp/)で は,毎日 数 万 通 の メ ー ル の配 送 と数 万 件 の

FTPを 使 った デー タ転 送,十 数 万件 のWWWへ の ア ク

セス処理 を,性 能 的には数世代前 のCPUの マ シンで 日常

的に こな している。

(a)フ ァイルサーバ としての活用法

Linuxはsambaと 呼 ばれ るSMBプ ロ トコル用 のプ ロ

グ ラ ム(http://www.samba.org/)とnetatalkと 呼 ば れ

るAppleTalk用 の プ ログ ラム(http://www.umich.edu/

rsug/netatalk/)を 利 用 して,WindowsとMacintoshの

双 方 にフ ァイ ル共 有機能 とプ リンタ共有 機能 を提供 で き

る。Linuxを 介 して両者の間でデータを交換 する ことも可

能 である。

(b)メ ー ル/ニ ュー スサーバ としての活 用法

電子 メールや ネ ッ トニ ュース はUNIXの 世 界 で生 まれ

た システ ムで あ り,UNIX互 換OSで あ るLinuxも そ れ

らの サ ーバ に適 して い る。電 子 メー ル で は,sendmail

(http://www.sendmail.com/)と 呼 ばれ る標 準 的 な メー

ル配送 用 プ ログ ラム以 外 に も,qmail(http://www.jp .

qmail.org/qmail/top.html)やexim(http://www.exim.

org/)な ど独 自の機能 を持 った配送 用 プ ログ ラムが 開発

され てい る。 ネ ッ トニ ュー ス もINN(http://www.isc.

org/inn.html)と 呼 ばれ るニ ュースの配送用 プロ グラムが

公開 され ている。
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(c)WWWサ ー バ としての活用法

WWWも,元 々UNIXの 世 界 で開発 され た システムで

あ り,Linuxと も親和性が高 い。Linuxで はApacheと 呼

ば れ るWWWサ ー バ(http://www.apache.org/)が 標

準的 に利用 されてい る。

(d)デ ー タベー スサーバ としての活用法

いわゆる リレーシ ョナルデータベ ースの分野で は,カ リ

フ ォルニ ア大 学バ ー ク レー校 で開発 され たPOSTGRES

を 独 自に発展 させ たPostgreSQLが フ リー ソフ トウェア

として公 開 され て い る(http://www.postgresql.org/)。

また,OracleやSybase,IBMな どの デ ー タベ ー スベ ン

ダー もLinux用 に デー タベー ス システム を販売 してい る。

4.2 デ ス ク トップ環境 と してのLinux

Linuxが 継 承 して い るUNIXの 世 界 で は,あ らゆる機

能 を持 った大 きなプ ログ ラム より,特 定の機能 を洗練 させ

た小 さいプ ログ ラム を複 数組 み合 わせて使 うことが好 まれ

る。 そのた め,「 フィル タ」 と呼 ばれ るシ ンプル なコマ ン

ドが多数用意 され,そ れ らを組 み合 わせて さまざまな処理

を実現 す るようにな ってい る。

文書 はmuleで 作 り,グ ラフや図 はgnuplotやtgifで 作

成 し,版 組 み に はTeXを 使 ってPostScriptプ リ ン タ に

出 力 す る,と い うUNIXの 標 準 的 な 文 書 作 成 環 境 は

Linuxで もその まま利 用で きる。一 方,一 般ユ ーザ に人気

の高い ワープ ロや表計算 ソフ トな どはそろっている とは言

い難 い。

UNIXの 世 界 で は コマ ン ド志 向,行 志向 の イ ンタフ ェ

ースが中心 だったた め,WindowsやMacintoshの よ うな

GUI(Graphic User Interface)に つ いて も十分 な機能 は

用意 されていない。

これ らに対 応 す る た め,最 近 で はGNOME(http://

www.gnome.org/)やKDE(http://www.kde.org/)と

呼 ばれ るデスク トップ環境 が開発 され ている。 これ らを使

え ば,Linux上 でWindowsやMacintoshと 見 間違 い そ

うなデス ク トップ環 境 を作 り,ド ラ ッグ ア ン ド ドロ ップ

で ファイル をコ ピー した り削除す る ことも可能 になる。 ま

た,Corelや ジ ャス トシス テムな ど,Linux用 の ワープ ロ

や ビジネス用 アプ リケー シ ョンの発売 を予定 しているソフ

トウェアメーカ もあ り,今 後 はデスク トップ環境用の商用

ソフ トウ ェアが増 えて くるこ とが予想 され る。

既 存 のWindows用 の ソフ トウェ ア をLinux上 で 動 作

させ るためのエ ミュレー シ ョンプログラム など も開発 され

て いるが,最 近話題 にな って いるの はソフ トウェア的 に仮

想 的 なPC互 換 機 をLinux上 に 構 築 して,そ こ にWin-

dows一 式 をイ ンス トール して しまお う,と い うアプ ロー

チ で あ る。VMware社(http://www.vmware.com/)か

図2 vmware実 行 中の画面

ら リリー ス され たvmwareはLinuxとWindowsNT用

に仮想的 なPC互 換機 を構 築す るソフ トウェアで,そ の仮

想PCにWindows95/98/NTやLinuxを イ ンス トール し

て動作 させ る ことが で きる(図2)。 普 段 はLinuxを 使 っ

ている ものの,Windows用 の ソフ トウェア も使 わ なけれ

ばな らない人 には便利 なプログラムであろ う。

5.お わ り に

以上,簡 単 にLinuxの 機 能 や特徴,そ の魅力 につ いて

説明 してきたが,Linuxは 現 在 も急速 に発展 中のOSで あ

る。 カーネル 自身 も開発版 は週 に数度 のペースで新 しいバ

ージ ョンが公開 され る し,現 在 は企業 サポー トや商用のデ

ィス トリビューシ ョン,ソ フ トウェアの急増 な ど,き わめ

て過渡的 な状態 にある。

さまざまな機能 を追加 した商 用のデ ィス トリビュー ショ

ンが複数存 在 す る ことで,異 な る種類 のLinuxが 生 まれ

て しま うのではないか とい う危 ぐもささやかれ ている。 し

か し,LinuxはGPLに よ って ソース コー ドが公 開 された

プログラムで,加 えた改造 な どは公開す る ことが義務づ け

られてい る。OSの 中心部分 が フ リー ソフ トウ ェアで構築

されている限 り,商 業 主義 とボランテ ィア間 の綱 引 きはあ

って も,両 者 の 間で微 妙 なバ ラ ンス を と りなが らLinux

は今 後 とも発 展 してい くに違 いない。

(平 成11年5月25日 受 付)
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